
 

模擬試験 問題 Ⅰ 

 

１．ＳＨＦと呼ばれる周波数帯で示される波長の範囲を示せ。 

Ａ．１００［ｋｍ］～１０００［ｋｍ］ 

Ｂ．１０［ｍ］～１００［ｍ］ 

Ｃ．１［ｃｍ］～１０［ｃｍ］ 

Ｄ．０．１［ｍｍ］～１［ｍｍ］ 

 

２．周波数５０［ＭＨｚ］におけるＡＷＧ ＃１０の銅線の抵抗値を求めよ。 

ただし、銅線の長さはｄ＝５［ｆｔ］である。 

Ａ．０．３５［Ω］ 

Ｂ．０．６９［Ω］ 

Ｃ．０．８８［Ω］ 

Ｄ．１．５６［Ω］ 

 

３．半径ｒ＝１［ｉｎｃｈ］の円形導体板が間隔ｄ＝５０［ｍｉｌ］で対向して配置してある。 

その導体板間には、テフロンが充填してある。 

この構造で作られるコンデンサの容量を求めよ。 

Ａ．２０［ｐＦ］ 

Ｂ．３０［ｐＦ］ 

Ｃ．４０［ｐＦ］ 

Ｄ．５０［ｐＦ］ 

 

 

４．５０［Ω］の抵抗の端子電圧が５０［ｄＢμＶ］である。 

この抵抗で消費される電力を求めよ。 

Ａ．－８７［ｄＢｍ］ 

Ｂ．－６６［ｄＢｍ］ 

Ｃ．－５７［ｄＢｍ］ 

Ｄ．－２５［ｄＢｍ］ 

 

５．次の式の値を求めよ。  

ｘ＝ｓｉｎ（π／２＋ｊπ／２） 

Ａ．０ 

Ｂ．ｊ０．７０７  

Ｃ．ｊ１ 

Ｄ．２．５１ 

 

６．ポリエチレンが充填されている同軸線路の中を１００［ＭＨｚ］の信号が伝搬している。 

同軸線路の中における波長λはいくらになるか。 

Ａ．０．５［ｍ］ 

Ｂ．１［ｍ］ 

Ｃ．２［ｍ］ 

Ｄ．３［ｍ］  



 

模擬試験 Ⅰ 解答と解説 

 

１．正解 Ｃ．  レベル：ホ 

Ａ．ＵＬＦ（３００［Ｈｚ］～３０００Ｈｚ）） 

Ｂ．ＨＦ（３［ＭＨｚ］～３０［ＭＨｚ］） 

Ｃ．ＳＨＦ（３［ＧＨｚ］～３０［ＧＨｚ］） 

Ｄ．ＴＨＦ（３００［ＧＨｚ］～３０００［ＧＨｚ］） 

【解説】数年前までは、周波数の呼称に関する問題が毎年のように出題されていたが、最近は 

このような単に記憶、または表に頼る問題は減る傾向にある。 

 

２．正解 Ａ．  レベル：ハ 

ＡＷＧ．＃１０の銅線の直径は、 

２ａ＝１０１．９［ｍｉｌ］＝２．５８８［ｍｍ］ 

   ＝２．５８８×１０－３［ｍ］ 

銅線の円周は、ｒ＝２πａ＝８．１３［ｍｍ］ 

銅の導電率σが次式で与えられ 

σ＝１／ρ＝５．８１×１０７［Ｓ／ｍ］ 

周波数ｆ＝５０［ＭＨｚ］の表皮の深さδは、 

δ＝√２／ωμσ＝９．３３８×１０－６［ｍ］ 

電流の流れる断面積は、 

Ｓ＝２πａδ＝８．１３×１０－３×９．３４×１０－６ 

  ＝７．５９×１０－８［ｍ２］ 

長さｄ＝５［ｆｔ］の銅線の抵抗Ｒは、 

Ｒ＝ρｄ／Ｓ 

  ＝１．７２×１０－８×５×０．３０５／７．５９×１０－８ 

  ＝０．３４６［Ω］ 

【解説】この問題では、銅線の太さＡＷＧの規格表を持っていること、 

［ｆｔ］⇒［ｍ］ 

の変換ができること、表皮の深さを求めることができること、などが求められる。 

表皮の深さは比較的よく出題されている。 

銅、銀、金、アルミニウム等の体積抵抗率（導電率）はメモしておくこと。 

銅の表皮の深さは、６．６［μｍ］／１００［ＭＨｚ］である。覚えておくと計算を 

容易にできることがある。 


